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出雲市西谷3号墓に見られる朱の色調について

三浦　清・1渡邊貞幸淋1平野芳英＊＊＊1本田光子＊＊＊＊

　　　　　Ki・？・与iM1・・んS・d・・畔1W・・・・…

　　　　　Yosh1h1de　HIRAN0，and　M1tsuko　H0NDA

Co1or　Tone　of　Verm1110n（SHU）from　N1sh1dam　H1stor1c

　　　　　　　S1te　of　Yay01Age，Izumo　C1ty

Abs加a枇　Verm1110n（SHU）from　N1sh1dan1H1stor1c　S1te　of　Yay01age1s　natura1

cmnabar（HgS），11ghter　orange　red．to　purp1e　red1n　co1or

　In　order　to　sb1▽e　the　quest1on　of　co1or　tone　of　verm1110n　from　N1sh1dam　H1stor1c　S1te，

deta11ed　stud1es　were　carrエed　out　on　these　samp1es，by　means　of　chem1ca1ana1ys1s　by

EPMA　and　observat1on　mder　the　e1ectron　m1croscope

　The　resu1ts1eads　to　the　fo11ow1sg　conc1us1ons　that　character1st1c　d1fferences　of　co1or

tone　were　occured　by　gram　s1ze　of　crysta1of　cmnabar

1。まえがき

　西谷3号墓は出雲市大津町にある弥生時代後期の墳墓

で，出雲地方有数の規模をもっ四隅突出型墳丘墓として

知られている。．島根大学考古学研究室を中心とする調査

団によって1983年から発掘調査が行われており，その概

要は渡辺（1991）が紹介している。また，この墳丘墓の

主要埋葬施設のひとつである第1主体から出土したガラ

ス製および碧玉製の玉類については，三浦・渡辺（1988）

が分析結果を報告し問題点を指摘したことがある、

　西谷3号墓の中心的埋葬施設である第4主体の発掘は

1988年から始められたが，このほどそれが完了し，棺の

構造や副葬晶が明かになった（渡辺1992）。第4主体は大

きな土墳の中に大小2つの木棺（主棺と副棺と呼ぶ）を

埋めたもので，いずれの棺内も一面に朱が厚く敷き詰め

られていた。とくに注目されたのは，主棺に敷かれた朱

の色が一様でなく，3種類の色調が認められたことであ

る。この3種の朱の分布は必ずしもその境目がはっきり

　　＊島根大学教育学部地学研究室
　＊＊島根大学法文学部考古学研究室

＊＊＊島根県立風土記の丘資料館

＊＊＊率福岡市埋蔵文化財センター

していたわけではないが，色調の差異は肉眼によっても

きわめて明瞭であった。

本稿は西谷3号墓第4主体の棺内に敷かられた朱にっ

いて，特にその色調差の起因を検討するものである。

2。朱の検出状態とその色調

　西谷3号墓第4主体で検出された朱には次のようなも

のがある。

　まず第1は主棺内の大部分を占めるあざやかな朱で，

マンセル記号で示すと，1．OR　4．5／14（明るレ）紫みの赤）

である。これを試料1とする。

　第2は，棺内西脇に副葬された鉄剣のすぐ北側のみに

みられた紫みの強いやや暗い色調の朱で，1．0R　4／

11．5（強い紫みの赤）で示される。これを試料2とする。

　第3は棺の南端近くの部分に広っていた明るい橦色が

かった朱で，4．OR　5／14（明るレ）赤）で示される。これ

が試料3である。

　なお，副棺内に敷かれていた朱を試料4とする。これ

は上記3種の朱にくらべると多少純粋さが落ちるが，色

調は全体として4．0R　4．5／12（つよレ）赤）を呈する。
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図一2
市販辰砂“白。のX線回折図

3。出土した朱の試料のX線回折実験

　　および電子顕微鏡観察結果による特徴

　西谷3号墓第4主体から出土した朱の各試料について

X線回折実験を行った。その結果は図一1に示すとおり

である。

　試料1，2，3は殆んど純粋に近いものでX線回折図

によっても不純物によるピークは認められないが，試料

4は，ハロイサイト，カオリナイトなどの粘土鉱物のほ

か石英粒子をはじめ，いろいろの珪酸鉱物を含んでいる。

図一1の試料4に示すX線回折図は砂状粒子を水簸に

よって取りのぞいたものによるものであるが，なお，こ

れらの不純物を多量に含んでいる。

　図一1に示すX線回折ピークの太さは試料によって

やや差が認められる。（1011）のピークについてその高さ

Hと半価幅Bに関し，その比B／Hによってその太さを

示すと試料1についてはO．19，試料2についてはO．16，

試料3についてはO．23の値を得ゑ。試料4については不

純物を含むことからこの計算は行っていない。

　回折ピークの太さは結晶粒子が細かくなると太くなる

傾向が一般に認められるから，この値からは試料3が最

も細粒であり，試料2が最も大きい粒子径をもっている

であろうことが予想される。試料1は試料2と3の中間

的な性質をもつ粒径分布を有するらしいことが考えられ

る。

　以上の各試料について電顕下で観察した結果を図版

1，2，3，4によって示す。

　図版1には試料1が示されている。2～5μmの粒径

を示すものと10μm前後の粒径を示すものが混在する。

稀れに24μm程度の径をもつものもある。

　図版2は試料2に関するものである。7～14μmの径

に集中した分布を示し，19～28μmの粒径を示す粒径を

示す粒子も僅かに含まれる。

　図版3は試料3に関するもので2～5μmの粒径を

示すものが大部分であり、これよりやや大きい6～9

μm程度の粒径を示すものを僅かに混径を示すものを僅

かに混在する。

　以上の電顕観察からみると試料2と3はその粒径分布

に大きな差を示し，試料1は試料2と3を混合したよう

な粒径分布を示していることがわかる。ただそれらの混

合比は粒径が大きいほど試料2の混合率が高いのは当然

で，その事は前述のB／H値がより試料2に近い性格を

示すことにもあらわれている。また，マンセノレ記号表現

の紫みは試料2のような性格から来るもので，明るさは

試料3的な性格を表現しているものとみられる。

　以上，西谷3号墓第4主体から出土した朱は辰砂であ

るが，同じ化学組成HgSで示される同種の鉱物であり

ながらその散乱光で示される色調の違いは以上のごとく

粒径を異にすることから生じたものとみられる。

　辰砂の色調と粒径について，さらにこの問題を検討す
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るために市販辰砂（京都放光堂製）による粒径と色調の

関係を調らべてみた。

　商晶名“白へと呼ばれる辰砂は粒径2μ前後のもので

殆んど3μm以上のものを含まない。その電顕写真は図

版5によって示される。マンセノレ記号では7．5R5／14の

値をもち，西谷3号墓出土の朱よりも黄みをもっている。

つまり，試料3よりも一段と微粒になれば，このような

色調に変わることになる。

　商品名13番の辰砂は図版6に示されるようなものであ

る、平均的には4μmの粒径を示し，粒径からは試料3

に近い。マンセル記号では4．OR　5／14の値を示し，これ

は試料3と同じ値となっている。

　商晶名11番の辰砂は図版7によって示される。平均的

には7μmの粒径を示すとされている。マンセル記号で

は1．OR　4．5／14と表現され、試料1と一致する。試料1

は2～5μmのものと10μm前後の粒径をもつ粒子が混

在し，量的には10μm側のものがやや多いであろうと述

べたが，平均的には7μm的な性格を示していることの

一つの表現かもしれない。

　商品名9番の辰砂は図版8に示されるものである。平

均粒径18μmでマンセル記号は1．0R　4／11．5で表現さ

れる。マンセノレ記号の値は試料2と一致するが試料2の

方の粒径はこれよりもやや小さいものの，これに平均的

には近いことだけは明らかである。

　以上のように，市販の辰砂は各番号ごとに粒径がそれ

ぞれに揃っており争これに対して西谷3号墓第4主体か

ら出土した辰砂は特定の粒径の範囲のものが強調された

混ざりかたを示しているとは云ってもその範囲は広い。

それにもかかわらず特定の粒径範囲のものを多量に含む

場合には，確かにそれに相当する色調を示すことが市販

品の場合との比較によって明らかである。

　なお，粒径が40μm（商品名7番），140μm（商品名5

番）と大きくなるにつれてマンセノレ記号ではそれぞれ6．O

RP　4／11．5，6．ORP　3，5／6と変化する。前者は強い赤

紫，後者はにぶい赤紫の色調を示す。これらに関する電

顕写真を図販9，10にあげる。

　前述の市販商品名“白。（びゃく）のX線回折図は図一

2に示すようにピークが他に比して太くなる。半価幅B

とピークの高さの比B／H（10I1）はO．33で，これまでに

示した値に比し，特に大きい値を示すと云えよう。

朱の粒径が色調と深い関係をもっていることを示した。

特にx線回折ピークのB／Hの値は粒径が小さくなるほ

ど大きい値を示し，この値と色調の間にある数値的関係

が期待される。実際に出土する朱の試料は，前述の如く

その粒径に幅があるので電顕観察による検討は極めて重

要であることは申すまでもない。

　本邦におけるこの種の研究は、本田ら（1978．1979．

1991a，1991b）によって進められている。体系だった

研究により，朱の産地に関する情報を得ることも出来る

かもしれない。
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4。あとがき

西谷3号墓第4主体から出土した朱の色調について主

としてX線回折実験，電顕観察，市販の粒径の揃ってい

る商品との比較等において検討した。その結果は確かに
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